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2017 年 1 月 19 日 
報道関係各位 
ニュースリリース 
 

｢健康ニーズ基本調査 2016｣結果の速報 
― 基本的な⾷⽣活重視の意識が回復、“プチブーム”の⾷材に期待 ― 

 
 
 株式会社日本能率協会総合研究所（代表取締役社⻑：加藤⽂昭 本社：東京都港区）は、2016 年 10 月
に、首都圏在住の 15〜79 歳の男⼥個⼈を対象に、『健康ニーズ基本調査 2016』を実施いたしました。
本調査は、1998 年から継続的に実施している、⼀般男⼥の健康に対するニーズを明らかにする総合的な
調査です。01 年〜07 年頃の健康ブームの時代と⽐較すると、消費者全体としては健康意識や購買意欲
が低下しているのが実態ですが、16 年は回復傾向の項目がいくつか現れ、詳しくみると、各属性に特徴
的な健康意識、活発な消費⾏動が明らかになりました。本リリースではその⼀部をご紹介します。 
(http://www.jmar.biz/report/life/16_health.html) 
 
 

◆「バランスのよい⾷事」を実⾏する⼈が増加中、 
シニアほど気づかいが増え、⼥性 70 代は 8 割近く。 

「朝⾷は必ず⾷べる」「バランスのよい⾷事」「乳製品を⾷べる」「緑⻩⾊野菜を⾷べる」「⾁を⾷べ
る」は 5 年間で増加傾向、特に「バランスのよい⾷事」は 15〜16 年で 8 ポイント増加した。 
◆“ベジ・ファースト”は手軽なダイエット法として定着。 

“糖質”制限よりも、⼥性 50 代はお菓子を、男性 50 代は主⾷を節制。 
「夜遅く⾷べない」「野菜を最初に⾷べる」「腹八分目」が 3 割以上、「野菜を最初に⾷べる」は⼥
性 50 代で最も高い。⼥性 50 代で「甘いもの」、男性 50 代で「炭⽔化物」の節制が目⽴つ。 
◆健康志向⾷品は 15 年の増加が 16 年には 14 年以前の⽔準に、 

男性 60・70 代では何かしら定期摂取する⼈が拡大中。 
何らかの健康志向⾷品摂取は 54％。12 年〜14 年は 55％前後、15 年は 60％に増加、16 年は元
の⽔準に戻った。そのような中、男性 60 代・70 代は 12 年から 13 ポイント以上増加。 
◆「血液サラサラ」が気になる健康キーワードとして再注目、 

⼥性 70 代が最も⾼く、男⼥とも 20 代＆シニアが増加を牽引。 
12 年から 15 年で微減が続いて 35%前後だったが、15 年から 16 年で 11 ポイントの増加。⼥性
70 代は 22 ポイント増と最も大きく、男⼥とも 20 代・50 代・60 代で 10 ポイント以上の増加。 
◆多様な“プチブーム” 、健康のために⾷べる⾷品・飲料が増加。 

「チョコレート」「はちみつ」増加、「甘酒」「チアシード」にも注目。 
「チョコレート」は 20％から 26％へ 6 ポイント増。「チョコレート」「はちみつ」は 16 年で⼀気
に増加。「甘酒」は 1 割未満ながら 1 年で倍増、「チアシード」は 6％に過ぎないが 2 倍以上。 

 
 
【調査概要】 
・調査対象：首都圏在住の 15〜79 歳の男⼥個⼈ 
・調査⽅法：日本能率協会総合研究所「モニターリサーチ・システム」利⽤による FAX 調査 
・有効回収数：1,280 ⼈(発送数 1,800 ⼈、有効回収率 71.1％) 
・調査実施日：2016 年 9 月 28 日(⽔)〜10 月 4 日(火) 
 
 

《本件についてのお問い合わせ先》 
株式会社日本能率協会総合研究所 消費者研究部  担当：土井 
       〒100-0004 東京都千代田区大手町２-２-１ 新大手町ビル２階 
TEL:03-6202-1287   FAX:03-6202-1294 E-mail:info_mlmc@jmar.co.jp 
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「健康ニーズ基本調査 2016｣は、首都圏在住の 15〜79 歳の男⼥個⼈を対象に、⼀般男⼥の健康に対す
るニーズを明らかにする総合的な調査です。本リリースではその⼀部をご紹介します。 
 
【調査の内容】 
 １）健康状態と健康観 
  ①現在の健康状態 ②健康への気づかい 
  ③健康についての関心領域 ④健康に関する意識と⾏動 
 ２）健康情報と気になる症状 
  ①健康に関する情報源 ②気になる健康⽤語 
  ③気になる症状（体調／⾃覚症状／体型など／病気に対する不安など／その他） 
 ３）健康に関する⾏動 
  ①健康のために⾏っていること（⽣活習慣／運動／健康管理／リラクゼーション等） 
  ②健康施設・サービスの利⽤ ③健康機器の使⽤率と使⽤意向 
 ４）⾷⽣活に関する⾏動 
  ①健康のために⾷⽣活で⾏っていること 

②健康のために⾷べているもの（野菜／くだもの／飲料／畜産・海産物／加⼯⾷品） 
③健康志向⾷品の摂取 

 ５）栄養素・健康⾷品素材の認知・摂取意向 
 
 本調査は、健康マーケティングのための基礎データです。今回はその中から、「バランスのよい⾷事の
実⾏」「ダイエット関連の実⾏」「健康志向⾷品の摂取」「血液サラサラへの注目」「健康のために⾷べて
いる⾷品・飲料」に焦点をあて、結果の速報を報告しております。 
(http://www.jmar.biz/report/life/16_health.html) 
 
【調査購入のご案内】 
 本調査は、弊社⾃主企画による調査に複数企業がご参加いただく⽅式で実施し、以下のアウトプット
⼀式を提供いたします。 
 ・調査のアウトプット 

 （1）調査報告書：A4 判・62 ページ・2016 年 11 月発⾏ 

 （2）集計結果表：A4 判・2 分冊 1,068 ページ・2016 年 10 月発⾏ 

 （3）集計データ（CD-ROM）：クロス集計、ローデータ、他⼀式 

 ・購入費用：定価 440,000 円(税別)／ＭＤＢメンバー価格 390,000 円(税別) 
 ※本調査の成果物の著作権は（株）日本能率協会総合研究所が保有します。 
 ※弊社は、本調査にご参加・購入いただいた企業（法⼈・個⼈）以外には、成果物を提供いたしません。ただし、本調

査を告知するための限定的な利⽤、及び発刊から⼀定期間経過後はこの限りではありません。 
 ※本調査の成果物のご利⽤はご参加・購入いただいた企業（法⼈・個⼈）の内部でのご利⽤のみに限らせていただきま

す。 
 
 

《本件についてのお問い合わせ先》 
株式会社日本能率協会総合研究所 消費者研究部  担当：土井 
       〒100-0004 東京都千代田区大手町２-２-１ 新大手町ビル２階 
TEL:03-6202-1287   FAX:03-6202-1294 E-mail:info_mlmc@jmar.co.jp 

 
 
 

本件引用の際は、お手数ですが、上記あて掲載紙をご送付ください。 
 


